










第20回日本摂食嚥下リハビリテー
ション学会学術大会が石川誠大会長

（医療社団法人輝生会理事長）の下、
2014年9月6 ～ 7日の会期で京王プラ
ザホテル、新宿NSビル、ベルサール
新宿セントラルパークにおいて開催さ
れた。本学会では「食べる喜び支える
楽しさ─広がるチーム─」がテーマと
なっていた。摂食嚥下障害に関わる医

第49回日本脊髄障害医学会が2014
年9月11日（木）～12日（金）に旭川医
科大学腎泌尿器外科 柿崎秀宏会長の
もと行われました。会場は旭川グラン
ドホテルで開催されました。脊髄障害
医学会の旭川での開催は20年振りと
のことです。大会テーマは「脊髄障害
における医療連携―脊髄障害のトータ
ルケアを目指して―」であり、整形外
科、脳神経外科、リハ科、泌尿器科な
ど各診療科が連携して脊髄障害の理想
的な医療の実現を目指すために多くの
演題、シンポジウム、教育講演が執り
行われました。演題数は一般演題が口
演36演題、ポスター 162演題の計198
演題でした。初日の午前中に全ての一
般口演が3会場で行われ、ポスター発
表を両開催日の午後の1時間で一斉に

師と、療法士、看護師、栄
養士などのコメディカルが
多く参加していた。今回の
参加者は約6500名であっ
たとのことであった。筆者
もポスターセッションの座
長を担当したが、大変多く
の聴衆にめぐまれ、質疑応
答も活発に行われた。

また、日本摂食嚥下リハ
ビリテーション学会20周年
記念として9月5日には国
際摂食嚥下シンポジウムも
開催された。個人的に興味
深かったのは脳卒中後の嚥
下障害の予後と舌骨と喉頭
蓋の運動軌跡を分類して比
較していたTai Ryoon Han
先生の講演「Basic Mecha-
nism of Dysphasia Improve-
ment by Kinematic Analysis  
in Stroke Patients」であっ
た。また、Ruth E. Martin先
生の講演「Perspectives on Swallowing  
Elicitation」の中で示された、嚥下反
射の惹起とあくびとの関係もまた非常
に興味深かった。

今後、さらに多職種の連携が強化さ

行い、その間他会場での演題発表は行
われなかったため、大会参加者が分散
せずに、活発な討議が行われました。

教育講演では1日目に慶應義塾大学
医学部整形外科 中村雅也先生が「脊
髄再生医療の実現に向けて」のタイト
ルで、また2日目には北海道大学腎泌
尿器科学 三井貴彦先生が「脊髄障害
における排尿管理の変遷と展望」の題
でそれぞれ講演を行いました。中村先
生に、脊髄損傷の再生医療について、
本年から始まった治験やiPS細胞を利
用した脊髄再生医療の今後についてご
講演いただき、また、三井先生には膀
胱直腸障害の加療・治療の現状と今後
の展望としての再生医療についてご講
演いただきました。

2日目の特別講演では、総合南東北

れるとともに、患者さんの経口摂取を
目指す新たな方法を模索していく必要
性を強く感じた。

（東京慈恵会医科大学リハビリテー
ション医学講座　小林 健太郎）

病院神経科学研究所・神経内科 山本
悌司先生に「脊髄疾患の症候を理解す
るために」というテーマで様々な脊髄
疾患における症候、臨床診断、診療な
ど多岐にわたる内容についてご講演い
ただきました。

今学会ではシンポジウムが4演題、
ランチョンセミナーなど数多く講演が
開催されました。また、1日目の夜には、
第1会場である3Fの瑞雲・景雲の間で
懇親会が盛況に執り行われました。

来年は、東京都のグランドプリンス
ホテル高輪で慶應義塾大学医学部整形
外科学　戸山芳昭先生を大会長として
2015年11月19 ～ 20日に開催される
予定です。

（和歌山県立医科大学リハビリテー
ション科　河﨑 敬）

第20回日本摂食嚥下リハビリテーション学会

第49回日本脊髄障害医学会
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空は深く澄み渡り、さわやかな季節となりました。
特集1では新理事となられました先生方にお願いして、自己紹介と抱負・健康の

ために心がけていることや日々のリフレッシュ方法についてお聞きしました。特集
2では日本摂食嚥下リハ学会の「学会分類2013」について、リハ医への期待ではリ
ウマチ医の立場から、それぞれ大変貴重なご提言をいただくことができました。

今回、専門医制度委員会から新専門医制度についての重要なお知らせをいただき
ましたが、こちらは会員にとって特に関心のあるところではないかと思います。今
後も引き続き情報をいただきたいと思います。

臨床研修医等医師向けリハ研修会も大変盛況であったようですので、リハ医を目
指す先生が一人でも増えることを願っています。広報委員会では、リハ医学会の発
展のため、さまざまな取り組みを積極的にお伝えしていきたいと考えています。

お忙しい中、ご執筆していただきました先生方に心よりお礼を申し上げます。
（森 憲司）

●第52回日本リハ医学会学術集会：2015年 
5月28日（木）－30日（土）、朱鷺メッセ（新
潟）、テーマ：今を紡ぎ、未来につなぐ、会
長：里宇明元（慶應義塾大学医学部リハビリ
テーション医学教室教授）、幹事：辻 哲也、
Tel 03-5216-5318、Fax 03-5216-5552
http://www.congre.co.jp/jarm2015/
一般演題募集期間： 11月19日（水）正午～
12月18日（木）正午。詳細はp5
●第9回日本リハ医学会専門医会学術集会：
2014年11月15日（土）－16日（日）、鹿児島市
民文化ホール、テーマ：基礎医学から臨床応
用へ、代表世話人：池田 聡（北海道大学病院
リハビリテーション科）、Tel 099-298-1511、
http://css-kyushu.jp/rihasen9/ 詳細はp7-9

【地方会】
●第34回中国・四国地方会等（40単位）：12
月14日（日）、川崎医療福祉大学、花山耕三

（川崎医科大学リハビリテーション医学教室）、
Tel 086-462-1111、演題締切：10月31日

【専門医・認定臨床医生涯教育研修会】
●中国・四国地方会（40単位）：10月25日

（土）、国立病院機構徳島病院総合リハビリ
テーションセンター、伊勢 眞樹（倉敷中央病
院リハビリテーション科）、Tel 086-422-0210
●近畿地方会（20単位）：11月8日（土）、兵
庫県民会館、陳 隆明（兵庫県立リハビリテー
ション中央病院リハビリテーション科）、Tel 
078-927-2727（代）
●近畿地方会（30単位）：11月29日（土）、
ピアザ淡海（おうみ）、川上 寿一（滋賀県立
成人病センターリハビリテーション科）、Tel 
077-582-5031
●近畿地方会（20単位）：11月30日（日）、京
都府立医科大学附属図書館ホール、武澤 信
夫（京都府リハビリテーション支援センター）、
Tel 075-251-5388
●関東地方会（30単位）：2015年2月28日

（土）、前橋テルサ、白倉 賢二（群馬大学大
学院医学系研究科リハビリテーション医学分
野）、Tel 027-220-8655

◦義肢装具等適合判定医師研修会（第72
回）（100名）：11月26日（水）－28日（金）/
後期、国立障害者リハビリテーションセン
ター学院、申込終了
◦病態別実践リハビリテーション医学研修
会（20単位）150名。内部障害：2015年 
2月28日（土）、品川フロントビル会議室、
高田信二郎（独立行政法人国立病院機構徳
島病院）、オンラインによる申込受付、申
込に関する問合せ：日本リハ医学会事務局
担当：小林、Tel 03-5206-6011、E-mail：
training@jarm.or.jp

【2014年度実習研修会】（20単位）詳細は
HP、学会誌をご覧ください。
◦第12回小児リハビリテーション実習研
修会（30名）：12月4日－6日、千葉県千葉
リハビリテーションセンター、事務局担当：
伊藤、Tel 043-291-1831（内269）、申込終了
◦第15回脊損尿路管理研修会（脊損医療
教育普及会）（15名）：12月6日－7日、海
南医療センター、事務局担当：小川隆敏、
Tel 073-482-4521、申込締切：10月31日
◦第4回医療コミュニケーション実習研修
会（30名）：2015年1月17日－18日、東京
堂ホール、事務局担当：石母田、Tel 022-
717-7338、申込締切：2015年1月5日
◦第11回嚥下障害実習研修会（28名）：
2015年1月31日－2月1日、浜松市リハビ
リテーション病院ほか
◦第9回福祉・地域リハビリテーション実
習研修会（20名）：2015年2月13日－14日、
横浜市総合リハビリテーションセンター、

平成26年度リハビリテーション科専門医会　幹事候補者の投票受付中
投票締切：10月31日（金）17時
※郵送投票の場合、17時に事務局必着（持ち込み禁止）

「日本リハビリテーション医学会専門医会研究補助金」募集
応募期間：11月15日（土）～12月13日（日）事務局必着

（詳細は学会誌51巻10号参照）

事務局担当：加藤弓子、Tel 045-787-2713、
申込締切：11月30日
◦第7回実習研修会「動作解析と運動学実習」

（20名）：2015年3月26日－28日、藤田保健
衛生大学

【関連学会】（参加10単位）
第31回日本脳性麻痺の外科研究会：10月18日

（土）、広島大学医学部広仁会館、中寺尚志（西
部島根医療福祉センター）、Tel 0855-52-2442
第30回日本義肢装具学会学術大会：10月18
日（土）－19日（日）、岡山コンベンションセン
ター、椿原 彰夫（川崎医療福祉大学）、JTB
コミュニケーションズ、Tel 06-6348-1391
第44回日本臨床神経生理学会学術大会： 
11月19日（水）－21日（金）、福岡国際会議
場、飛松省三（九州大学大学院医学研究院脳
研臨床神経生理学）、JTBビジネスサポート
九州、Tel 092-751-3244
第38回日本高次脳機能障害学会学術総会：
11月28日（金）－29日（土）、仙台国際セン
ター、森 悦朗（東北大学大学院医学系研究
科高次機能障害学分野）、コングレ東北支社、
Tel 022-723-3211
第33回日本認知症学会学術集会：11月29
日（土）－12月1日（月）、パシフィコ横浜、
秋山 治彦（東京都医学総合研究所）、サンプ
ラネット、Tel 03-5940-2614

●・◎認定臨床医受験資格要件：認定臨床医
の認定に関する内規第2条2項2号に定める
指定の教育研修会、◎：必須（1つ以上受講
のこと）

リハニュースは、58号よりPDFのみの発行
（印刷物の送付無）となり、バックナンバー
も含め、下記URLに掲載しています。
http://www.jarm.or.jp/member/member_
rihanews/

広報委員会より

お知らせ
詳細はhttp://www.jarm.or.jp/

（開催日、会場、主催責任者、連絡先）

リハビリテーション科専門医・認定臨床医　認定試験　申請受付中
提出書類受付締切：11月10日（月）（消印有効）（詳細は学会誌51巻8/9号参照）

急性期病棟におけるリハビリテーション医師研修会
12月6日～7日（詳細はリハ学会HP参照）




